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1．序論
　研究成果を公開するメディアのひとつに文献があり、
その文献に他の研究成果を取り込む手段に引用がある。
引用は文献の最後に引用文献、参照文献、或いは注と
して記述される。つまり、これらの記述は研究が研究
に影響を与えた軌跡とも解釈できる。引用が文献から
文献へ与える影響関係から、引用された文献を他の研
究へ貢献した文献と評価することもある。この考えに
基づいて、文献の被引用数が文献の貢献度や研究への
影響度の尺度に用いられ、その著者や所属機関の評価
にも用いられようになった。
　引用の影響度を測定する精度を高めるには、引用す
る文献（引用文献とよぶ）と引用された文献（被引用
文献とよぶ）のデータを漏れなく調査することが重要
である。ところが世の中に存在するすべての文献をデー
タベースに登録することは、事実上、不可能である。
一般に、データベースには採録基準によって厳選され
雑誌に掲載された文献だけが登録される。つまり、デー
タベースに登録された文献からなる引用―被引用ネッ
トワークを考えれば、閉じたネットワークを形成する。
一方、ネットワーク内の文献から引用された文献であっ
ても登録されない文献もある。この文献はネットワー
クの外に位置する。被引用数を評価に用いる場合、ネッ
トワークの外に位置する文献からの引用数が被評価者
おいて均一であれば問題はない。しかし、引用が特定
の文献や評価者に偏っているような歪んだ分布であれ
ば、評価の信頼性を著しく低下させる原因になる。
　このように、引用に基づいた評価では、信頼性を保
証することが簡単ではない。本課題の解決には、第一
段階で不採録文献の調査と原因、第二段階で不採録文
献の著者と組織の分布、及び第三段階で全体に対する
被評価者への不採録文献からの引用の歪みの程度を示
すことの三段階が必要である。本研究では、第一段階
である不採録文献の状況を明らかにすることを目的と
する。
2．方法
　本研究ではデータベースにSCI(Science Citation 
Index)を、引用文献の掲載雑誌にNatureを設定し、引
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用文献と被引用文献を収集する。被引用数の統計デー
タを調査する際に、頻繁に利用されるのがトムソン・
ロイターのデータベースである。同社のデータベース
は自然科学、社会科学、人文科学系の学術雑誌、書籍、
会議録を16,000点以上収録する。12,000誌以上の学術雑
誌は、世界の重要な文献を網羅している。なかでも、
自然科学分野の中核的なデータベースであるSCIは、
150の分野から世界を代表する6,650誌の学術雑誌から
なる。
　雑誌が他の雑誌に影響を与える大きさの指標にイン
パクトファクター (IF)がある［1］。IFは一文献当たり
の直近2年間の被引用数から、雑誌の影響度を測る指標
であり、SCIを用いて計算する。IFで常にトップの雑
誌がNatureである［2］。Natureは多くの文献から引用
され、影響度が高い雑誌である。一方、Natureに掲載
された文献も多くの文献を引用し、その文献はNature
の文献に影響を与えたと評価できる。ところが、SCI
に収録される文献は限定され、収録されない文献もあ
る。これらの文献はNatureの文献に影響を与えたが、
IFなどの指標には反映されない。ここでは、Natureが
引用した文献のうち、SCIに採録されなかった文献の
比率の調査、文献のタイプから不採録の原因の考察を
試みる。尚、Natureの文献が引用した被引用文献は、
Nature Publishing Groupの公式サイトであるJournal 
home : Nature　(http://www.nature.com/nature/
index.html)のReferencesに記述された書誌表記による。
3．結果
3.1　SCI不採録文献
　2011年に刊行したNatureの文献に採録された883件
（引用文献）の文献が引用した9,508件（被引用文献）
を調査した。このうち、SCIに採録された被引用文献
は8,609件、採録されなかった被引用文献は899件であっ
た。約一割の被引用文献がSCIから受けた引用数のカ
ウントから外れていたことになる。その件数と比率を
表1と図1に示す。
表1　Nature引用文献のSCI採録状況 (%)
Data base References in Nature
　Included in SCI 8,609 (89.6)
　Not included in SCI 899 (10.4)
　Total 9,508 (100.0)
　SCIに採録されなかった被引用文献の内訳は、雑誌
文献(Journal Article)、プレプリント文献(Preprint 
Article)、オンライン文献(Online Article)、図書(Book)、
ウェブ(Web)、会議資料(Conference Proceeding)、コン
ピュータプログラム(Computer Program)、報告書
(Report)、学位論文(PhD thesis)、特許文献(Patent)、新
聞記事(Newspaper)、電子資料(CD-ROM)であった。そ
の件数と比率を表2と図2に示す。
表2 文献タイプ別SCI不採録文献 (%)
Document type Not included in SCI
Article Journal 384 (42.7)
Preprint 48 (5.3)
Online 8 (0.9)
Book 367 (40.8)
Web 45 (5.0)
Conference Proceeding 15 (1.7)
Computer Program 10 (1.1)
Report 9 (1.0)
PhD thesis 5 (0.6)
Patent 4 (0.4)
Newspaper 3 (0.3)
CD-ROM 1 (0.1)
Sub total 899 (100)
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図 1　Nature 引用文献の SCI 採録状況
図 2　文献タイプ別 SCI 不採録文献 (%)
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　被引用文献の記述形式は、Nature Japanの投稿規定
に定められている［3］。ここでは、被引用文献のタイ
プ別に、Referenceに記述された引用文献の内容と構造
形式を示す。構成形式は、①著者などに関する書誌要素、
②標題に関する書誌要素、③出版及び物理的特徴に関
する書誌要素、④注記的な書誌要素の四つの要素で示
す。
(1) 文献（Article）
　文献には、雑誌文献、プレプリント文献、オンライ
ン文献がある。それぞれの被引用文献の例と構造を示
す。
(1-1) 雑誌文献（Journal Article）
　雑誌文献には、既刊と未刊がある。
(a) 既刊
<Reference> Schröder , J . M. Purif icat ion of 
antimicrobial peptides from human skin. Methods 
Mol. Biol . 618, 15–30 (2010) [1]
<Structure> Author Title Journal  Volume Page 
(Year)
　既刊の雑誌文献を引用する文献は、①、②、③の三
要素から構成される。各書誌要素の区切りにはスペー
スを置く。①は個人著者名Authorからなる。Authorは
ファミリーネームのフルスペル、ミドルネームとファー
ストネームのイニシャルの順である。ファミリーネー
ムの頭文字は大文字で他は小文字、各イニシャルは大
文字で表記されている。ファミリーネームの後にコン
マ(,)とスペースを置き、各イニシャルの後には、ピリ
オド(.)とスペースを置く。②は文献名Title、誌名
Journalから成る。AuthorとTitleの区切り記号にはス
ペースを置く。Titleは始まりの文字のみ大文字で、ピ
リオド(.)で終わる。Journalは、各単語が大文字で始ま
り他小文字、略語にはピリオドを置く。字体はイタリッ
クで表記する。③は雑誌の巻数Volume、ページPage、
出版年Yearから成る。Volumeは当該文献が掲載され
た雑誌の巻をアラビア数字で表記する。Pageは最初と
最後のページのアラビア数字をハイフンで結んで表記
する。Yearは西暦で丸カッコ( )内に表記する。被引用
文献の最後にピリオド(.)を置く場合と置かない場合が
あるが、区別はない。
(b) 近刊（他誌）
<Reference> Roure, B. & Philippe, H. Site-specific 
time heterogeneity of the substitution process and its 
impact on phylogenetic inference. BMC Evol. Biol (in 
the press) [2]
<Structure> Author Title Journal (in the press)
　近刊の雑誌文献を引用する文献は、①、②、④の三
要素から構成される。①と②は(1-1a)に倣う。但し、複
数著者（2名）の場合は、第1著者と第2著者の間に、ア
ンド(&)と前後にスペースを置く。④は丸カッコ内( )に
近刊のin the press置く。
(c) 未刊（同誌同号）
<Reference> Lander, E. S. Initial impact of the 
sequencing of the human genome. Nature doi:10.1038/
nature09792 (this issue). [3]
<Structure> Author Title Journal DOI (this issue).
　未刊の同誌同号の雑誌文献を引用する文献は、①、②、
③、④の四要素から構成される。①と②は(1-1a)に倣う。
③はデジタルオブジェクト識別子DOI: Digital Object 
Identifier、④は丸カッコ内( )に同誌同号のthis issue置
く。
(d) 投稿中
<Reference> Di Mauro, M. P. et al. Solar-like 
oscillations from the depths of the red-giant star KIC 
4351319 observed with Kepler. Mon. Not. R. Astron. 
Soc. (submitted)[4]
<Structure> Author Title Journal (submitted)
　投稿中の雑誌文献を引用する文献は、①、②、④の
三要素から構成される。①と②は(1-1a)に倣う。④は丸
カッコ内( )に投稿中のsubmittedを置く。
(1-2) プレプリント文献（Preprint Article）
　プレプリント文献には雑誌の表記がある場合と、な
い場合がある。
(a) 雑誌タイトル有
<Reference> Larson, D. et al. Seven-year Wilkinson 
Microwave Anisotropy Probe (WMAP) observations: 
power spectra and WMAP-derived parameters. 
Astrophys. J. Suppl. Ser . (in the press); preprint at 
<http://arxiv.org/abs/1001.4635> (2010) [5]
<Structure> Author Title Journal (in the press); 
preprint at <URL> (Year)
　雑誌タイトルの表記があるプレプリント文献を引用
する文献は、①、②、③、④の四要素から構成される。
①と②、③は、(1-1a)に倣うが、著者が多数の場合は筆
頭著者の後にet al.を置き、他を省略する。④は(in the 
press); preprint atの直後に、統一資源位置指定子URL: 
Uniform Resource Locatorを山カッコ< >内に示す。
(b) 雑誌タイトル無
<Reference> Zhou. Q. & Ho, T. -L. Universal 
thermometry for quantum simulation. Preprint at 
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<http://arXiv.org/abs/0908.3015v2> (2009) [6]
<Structure> Author Title Preprint at <URL> (Year)
　雑誌タイトルの表記がないプレプリント文献を引用
する文献は、①、②、③、④の四要素から構成される。
①と③は(1-2a)に倣う。③は誌名がなく、文献名だけを
表記する。④は文献名Titleの直後に、プレプリント
Preprint atと置き、統一資源位置指定子<URL>を示す。
(1-3) オンライン文献（Online Article）
　オンライン文献は雑誌名と雑誌記号のみでタイトル、
巻、ページの表記がない。
(a) 雑誌記号
<Reference> Sebastiani, P. et al. Science doi:10.1126/
science.1190532 (2010). [7]
<Structure> Author Journal DOI (Year).
　オンライン文献を引用する文献は、①、②、③、④
の四要素から構成される。①は、(1-1a)に倣う。②は文
献名Titleがなく、誌名Journalのみである。③は出版年
(Year)、④はデジタルオブジェクト識別子DOIである。
(2) 図書（Book）
　図書は図書の全体を引用する場合と図書の一部を引
用する場合がある。それぞれの被引用文献の例と構造
を示す
(a) 全体引用
<Reference> Ruxton, G. D., Sherratt, T. N. & Speed, 
M. P. Avoiding Attack: The Evolutionary Ecology of 
Crypsis, Warning Signals, and Mimicry (Oxford Univ. 
Press, 2004). [8]
<Structure> Author Title: Sub-title (Publisher, Year).
　図書全体を引用する文献は、①、②、③、④の四要
素から構成される。①は(1-1a)に倣う。複数著者（3名
以上）の場合、著者間区切り記号にはコンマ(,)とスペー
スを置き、最終著者の直前のみアンド(&)で前後にス
ペースを置く。②は、副文献名のある場合は文献名と
副文献名の順序である。区切り記号にはコロン(:)と前
後にスペースを置く。字体はイタリックで表記する。
文献名と副文献名の始めの単語、および各単語の頭文
字を大文字他は小文字、ただし、前置詞(of)、と等位接
続詞(and)は小文字の表記である。③は出版者Publisher
と出版年Yearから成り、コンマ(,)とスペースで区切り、
全体を丸かっこで括る。出版者の単語は、大文字で始
まり他小文字、略語にはピリオドを置く。
(b) 一部引用
<Reference> Hel l , S . W. in Single Molecule 
Spectroscopy in Chemistry, Physics and Biology (eds 
Gräslund, A., Rigler, R. & Widengren, J.) 365–398 
(Springer, 2010).[9]
<Structure> Author in Title  (eds Editor) Page 
(Publisher, Year).
　図書の一部を引用する文献は、①、②、③、④の四
要素から構成される。①と②は(2a)と倣い、著者名と文
献名の間にはinを置く。文献名の後に図書全体の編者
と表記し、全体を丸かっこで括る。編者の始まりには
edsを置く。③はページを表記し、開始ページと最終ペー
ジをハイフンでつなぐ。出版者、区切り記号は(2a)に倣
う。
(3) ウェブ（Web）
　ウェブの被引用文献の例と構造を示す。
<Reference> Transparency International 2010 
Corruption Perceptions Index (2010); available at 
http://go.nature.com/znxqt9 [10]
<Structure> Author Title preprint (Year); available 
at URL
　ウェブを引用する文献は、①、②、③、④の四要素
から構成される。①はウェブの責任者、②は名称、③
は発表年である。②はイタリックの表記である。④は
available at の後にURLを表記する。
(4) 会議資料（Conference Proceeding）
　会議資料の被引用文献の例と構造を示す。
<Reference> Shaw, D. E. et al. in Proceedings of the 
Conference on High Performance Computing, 
Networking, Storage and Analysis (ACM Press, 2009) 
[11]
<Structure> Author in Title (Publisher, Year)
　会議資料を引用する文献は、①、②、③の三要素か
ら構成される。①は著者、②は会議名称から成り、間
にinと前後にスペースを置く。名称には、Proceeding
を含むことが多い。③は(2a)に倣う。
(5) コンピュータプログラム（Computer Program）
　コンピュータプログラムの被引用文献の例と構造を
示す。
<Reference> Kovach, W. L. MVSP—A MultiVariate 
Statistical Package for Windows, version 3.1 (Kovach 
Computing Services, 1999) [12]
<Structure> Author Title Version (Publisher, Year)
　コンピュータプログラムを引用する文献は、①、②、
③の三要素から構成される。①と②、③は(2a)に倣う。
③の版Versionは、コンピュータプログラムのバージョ
ンである。
(6) 報告書（Report）
65
SCI 不採録文献の研究
　報告書の被引用文献の例と構造を示す。
<Reference> Trivelpiece, S. G. & Trivelpiece, W. Z. 
Rep. Workshop on Seabird–Researcher Interactions 
Monticello, Minnesota, USA (1994). [13]
<Structure> Author Title Area (Year).
　報告書を引用する文献は、①著者などに関する書誌
要素、②標題に関する書誌要素、③出版及び物理的特
徴に関する書誌要素から構成される。①は(2a)に倣う。
②は、名称にRep. やWorkshopが含まれることが多い。
③は地域でワークショップ等が開催された地名と国で
ある。出版年は(1-1a)に倣う。
(7) 学位論文（PhD thesis）
　学位論文の被引用文献の例と構造を示す。
<Reference> Skupienski, F. X. Recherches sur le 
Cycle Evolutif de Certains Myxomycetes . PhD thesis, 
l’Universite de Paris. (1920) [14]
<Structure> Author Title PhD thesis, University 
(Year)
　学位論文を引用する文献は、①、②、③の三要素か
ら構成される。①は著者の学位申請者、②は学位論文
名から成り、表記は(1-1a)に倣う。学位論文名の後に
PhD thesis,を置く。③の機関は学位授与大学を表記す
る。出版年は(1-1a)に倣う。
(8) 特許文献（Patent）
　特許文献の被引用文献の例と構造を示す。
<Reference> Mutel, V. & Wichmann, J. Sulfonyl-
pyrrolidine derivatives useful for the treatment of 
neurological disorders. European patent 1,299. 383 
(2005) [15]
<Structure> Author Title Patent (Year)
　特許文献を引用する文献は、①、②、③の三要素か
ら構成される。①は特許申請者、②は特許文献名から
なる。特許番号は申請国や地域と特許番号から成る。
③の出版年は(1-1a)に倣う。
(9) 新聞記事（Newspaper）
　新聞記事の被引用文献の例と構造を示す。
<Reference> Wade, N. Anthropology a science? 
Statement deepens a rift. New York Times (9 
December 2010). [16]
<Structure> Author Title Newspaper (Day Month 
Year)
新聞記事を引用する文献は、①、②、③の三要素から
構成される。①は記事執筆者、②は記事見出Title、新
聞名Newspaperから成り、新聞名はイタリックの表記
である。③は新聞記事の発行日月年を丸かっこで括る。
(10) 電子資料（CD-ROM）
　電子資料の被引用文献の例と構造を示す。
<Reference> Thorp, R. W. & Shepherd, M. D. in Red 
List of Pollinator Insects of North America CD-ROM 
Version 1 (eds Shepherd, M. D., Vaughan, D. M. & 
Black, S. H.) (Xerces Soc. Invertebrate Conserv., 
Portland, Oregon, 2005); http://www.xerces.org/
Pollinator_Red_List/Bees/Bombus_Bombus.pdf [17]
<Structure> Author Title CD-ROM Version (eds 
Editor) (Publisher, Year) URL
　電子資料を引用する文献は、①、②、③、④の四要
素から構成される。①と②は(2b)に倣う。③のバージョ
ンを表記する。④は媒体のCR-ROM、取扱い説明書な
どのURLの表記がある。出版は(2a)に倣う。
3.2　誌名別分析
　SCIの不採録文献が5件以上の雑誌について、SCIに
採録文献の件数と比率を雑誌別に比較する。
表3　SCI不採録文献と採録文献
Journal NSCI (%) SCI (%)
Nature 47 (10.7) 1,019 (11.8)
Science 19 (4.3) 661 (7.7)
PNAS, Proceedings of the 
National Academy of 
Sciences
13 (2.9) 388 (4.5)
Astrophysical Journal 10 (2.3) 157 (1.8)
Physical Review Letters 10 (2.3) 209 (2.4)
Acta Crystallographica 
Section D 9 (2.0) 59 (0.7)
Methods in Molecular 
Biology 7 (1.6) - -
Proceedings of the Ocean 
Drilling Program, Scientific 
Results
6 (1.4) - -
Journal of Neuroscience 
Methods 5 (1.1) 1 (0.0)-
Microscopy and 
Microanalysis 5 (1.1) 3 (0.0)
Monthly Notices of the 
Royal Astronomical Society 5 (1.1) 28 (0.3)
Nature Genetics 5 (1.1) 118 (1.4)
Reviews of Modern Physics 5 (1.1) 21 (0.2)
　SCIの不採録文献及び、採録文献を掲載した雑誌で
最も多かったのはNatureで、次にScience、PNAS, 
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Proceedings of the National Academy of Sciencesと続
き順位は同じであった。不採録文献の比率が採録文献
の比率を超えた雑誌は、Astrophysical Journal、Acta 
Crystallographica Section D、Methods in Molecular 
Biology、Proceedings of the Ocean Drilling Program, 
Scientific Results、Journal of Neuroscience Methods、
Microscopy and Microanalysis、Monthly Notices of 
the Royal Astronomical Society、Reviews of Modern 
Physicsの8誌であった。
　SCIの不採録文献が5件以上の雑誌について、タイプ
別にみると次の通りである。
表4　タイプ別SCI不採録文献
Journal Article Total
Journal Preprint Online
Nature 44 2 1 47
Science 17 0 2 19
PNAS, Proceedings of 
the National Academy 
of Sciences
12 1 0 13
Astrophysical Journal 3 7 0 10
Physical Review 
Letters 3 7 0 10
Acta Crystallographica 
Section D 9 0 0 9
Methods in Molecular 
Biology 7 0 0 7
Proceedings of the 
Ocean Drilling 
Program, Scientific 
Results
6 0 0 6
Journal of 
Neuroscience 
Methods
5 0 0 5
Microscopy and 
Microanalysis 5 0 0 5
Monthly Notices of the 
Royal Astronomical 
Society
2 3 0 5
Nature Genetics 5 0 0 5
Reviews of Modern 
Physics 0 5 0 5
　Astrophysical JournalとPhysical Review Lettersで
は、雑誌論文3件に対し、プリント文献7件、Monthly 
Notices of the Royal Astronomical Societyでは、雑誌
論 文2件 に 対 し、 プ リ ン ト 文 献3件、Reviews of 
Modern Physicsでは、5件すべてがプレプリント文献
であった。
4．考察
　トムソン・ロイターがSCIに採録する基準は、各分
野の主要雑誌の文献である。よって、図書、ウェブ、
コンピュータプログラム、会議録、学位論文、新聞記事、
特許文献、ワークショップ報告書、電子資料は、SCI
に採録されない。しかし、雑誌文献、プレプリント文献、
オンライン文献は雑誌に掲載された文献である。これ
らが採録されない理由を考察する。
4.1　SCI収録誌・非収録誌
　不採録文献を掲載した雑誌を、2014年現在のSCIの
収録誌と非収録に分けて示す。
表5　SCI収録誌・非収録誌
SCI Article
収録誌 Journal 268
Preprint 41
Online 7
Sub-total 316
非収録誌 Journal 116
Preprint 7
Online 1
Sub-total 124
Total 440
　不採録の雑誌文献440件のうち、収録誌に掲載された
文献は316件、非収録誌に掲載された文献は124件であっ
た。Natureに掲載された文献が引用したとしても、ト
ムソン・ロイターがSCIに収録する基準に適合した6,650
誌ではない学術雑誌に掲載された文献は、SCIに採録
されない。
(a) 欧文雑誌
　 例 え ば、American Journal of Hygiene [18]や、
Journal of Natural Resources Policy Research[19]、は、
6,650誌にないので、SCIに収録されていない。これら
の雑誌に掲載された文献を引用してもSCIに採録され
ない。
(b) 日本語雑誌
　多くの日本語の雑誌はSCIに収録されていない。
Natureでは、本文言語が日本語、抄録が英語の雑誌を
引用した場合は、[in Japanese with English abstract]
と表記される。例えば、Shimamoto, T. & Tsutsumi, A. 
A new rotary-shear high-speed frictional testing 
machine: its basic design and scope of research [in 
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Japanese with English abstract]. J. Tecton. Res. Group 
Jpn 39, 65–78 (1994)は、地質学会構造地質部会が編集
刊行する構造地質に掲載された文献である。同誌は
SCIに採録されていない。[20]
4.2　刊行状況
　未刊文献はSCIに採録されない。384件の雑誌文献の
う ち 近 刊(in the press)(1-1b)の11件、 同 誌 同 号(this 
issue)(1-1c)の28件、及び、投稿中(submitted)(1-1d)の2
件の合計41件は、引用された時点で、巻号数や出版年
等の書誌情報が確定していない。よって、SCIに採録
されない。
表6　未刊収録誌・非収録誌
SCI Not yet published
収録誌 in the press 11 41
this issue 28
submitted 2
非収録誌 in the press 1 1
this issue 0
submitted 0
Total 42
　SCIの収録誌の雑誌文献268件のうち、41件は未刊で
あった。しかし、227件は既刊の号に掲載されていた。
5．結論
　2011年に刊行したNatureの文献883件が引用した
9508件のうち、8,609（90.5％）件はSCIに採録されていた。
しかし、899件（9.5％）はSCIに採録されていなかった。
このうち、雑誌文献以外が515件なので、雑誌文献が
384件である。うち、SCI非収録誌の文献が116件なので、
SCI収録文献が268件である。うち未刊が41件なので、
既刊が227件である。よって計672件は採録されなかっ
た原因が判明したが、227件（2.4％）は不明であった。
本研究では、約1割がSCIの外への引用であることが明
らかになり、引用と被引用に基づく評価に与える影響
は大きいことを示した。今後の展望は、期間を広げ取
集するデータの拡張と、雑誌の種類を増やし、SCI採
録と非採録の一般的な傾向を調査し、その原因を分析
する。その結果に基づき、著者や機関の評価値の補正
を試みる。
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